
調査期間

2025年
12月31日まで

糖尿病に関わっていない方も
ぜひご協力ください

理学療法士における糖尿病に関する実態調査

― 新潟県理学療法士会会員を対象とした地域別検討 ―

本士会の会員の皆様を対象に、糖尿病対策推進の一環として、糖尿病に関する

知識、関わりの実態調査をさせていただくことになりました。目的は以下の通り

になります。

糖尿病予防に関連する理学療法士の知識水準と行動実態の把握

今後の啓発活動、専門職研修、地域支援の在り方の検討材料

実態調査になりますので、糖尿病に関わらない方も是非、ご協力いただきたい

内容です。何卒、ご協力の程よろしくお願いします。

新潟ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学 理学療法学専攻
准教授 木村 和樹 k.kimura@nur.ac.jp

領域別研修会からのお願い

お問い合わせ 

公益社団法人
新潟県理学療法士会
会員の皆様へ

方法

方法：Microsoft Forms （Web無記名アンケート）
対象：主に臨床で勤務する会員
施設ごとではなく、1名ずつご回答ください
内容：21問（選択式が中心）の簡単な内容です
〆切：2025年12月31日まで

結果は、理学療法新潟などで報告いたします

協力していただける方は
↑こちらからお願いします↑



理学療法士における糖尿病に関する実態調査 

― 新潟県理学療法士会会員を対象とした地域別検討 ― 

■ 調査の目的

本士会の会員を対象に、糖尿病に関する知識、生活習慣、医療行動の実態を明らかにします。

糖尿病予防に関連する理学療法士の知識水準と行動実態の把握をします。

今後の啓発活動、専門職研修、地域支援の在り方の検討材料とします。

■ 調査の方法

調査形式：Web（Microsoft Forms）による無記名アンケート

対象：主に臨床で勤務する新潟県理学療法士会の会員

（1 名ずつご回答ください）

質問数 21 問

https://forms.office.com/r/zCTQLtWQjQ

所要時間：約 5 分

実施時期：2025 年 1 2月 31 日まで

回答は完全に任意で、一部の質問にのみ回答することや、途中で回答を中止することも可能です。回

答後であっても、下記の研究代表者にメールにて申し出ることで同意を撤回することができます。 

（ただし照合が必要なため、回答時間、内容などを確認させていただきます）

■ 参加の任意性と不利益の有無

本調査への参加は任意であり、参加しないことによって不利益を受けることは一切ありません。

■ 個人情報の保護について

本調査は無記名で行われ、氏名や生年月日などの個人を特定できる情報は一切収集しません。調査

結果は統計的に処理され、個人が特定されることはありません。収集したデータは適切に保管・管理

され、研究終了後は、原則として 10 年間保管した後、適切な方法で廃棄します。 

■ 謝礼について

本調査は自主的な協力によるものであり、謝礼はありません。

■ 結果の公表について

調査結果は、集計・分析の上、学会発表や論文（理学療法新潟）等にて報告させていただきますが、

個人が特定される情報は一切含まれません。 

■ 問い合わせ

新潟リハビリテーション大学 理学療法学専攻 准教授 木村和樹

E-mail：k.kimura@nur.ac.jp

https://forms.office.com/r/zCTQLtWQjQ
mailto:k.kimura@nur.ac.jp

	新潟DMPT募集送付
	スライド番号 1

	研究計画書_新潟DM281送付

